
「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)24-6531
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　29-483929-4839
FAXFAX　31-145231-1452
FAXFAX　31-145231-1452
FAXFAX 26-194426-1944

FAX 29-4839

FAX 23-0303
FAX 58-3110
FAX 51-9004
FAX 26-7101
FAX 24-6517
FAX 24-0515
FAX 31-1452
FAX 24-0515
FAX 29-4839
FAX 31-1452
FAX 31-1452
FAX 26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.209)（No.209)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

http://www.miyazaki-iryou.coop/

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。宮
崎
県

は
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を

発
し
て
い
ま
し
た
が
、
9
月

12
日
か
ら
30
日
ま
で
国
の

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
地
域
」

に
指
定
さ
れ
、
県
の
緊
急
事

態
宣
言
も
延
長
さ
れ
ま
し
た

▼
第
5
波
の
感
染
拡
大
と
い

わ
れ
る
中
、
政
府
は
解
除
の

議
論
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

政
府
の
無
為
無
策
が
感
染
拡

大
に
拍
車
を
か
け
た
反
省
も

な
く
、「
国
会
を
開
け
」
と
い

う
声
も
無
視
し
て
い
ま
す
。

菅
自
公
政
権
が
国
民
世
論
に

押
さ
れ
政
権
を
投
げ
出
し
、

自
民
党
の
総
裁
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ス

コ
ミ
も
一
政
党
の
総
裁
選
び

を
大
々
的
に
報
道
す
る
異
常

さ
で
す
▼
宮
崎
県
で
は
9
月

14
日
現
在
、
感
染
者
数
が

1
8
0
8
人
、
死
亡
者
数
が

17
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。今

大
切
な
こ
と
は
こ
れ
以
上
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
国
会
を

開
き
、
自
粛
と
十
分
な
補
償
、

専
門
家
の
知
見
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
英
知
を
集
め
て
対
策

を
講
じ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
▼
医
療
生
協
は

10
月
か
ら
2
ヶ
月
間
、
秋
の

強
化
月
間
に
取
り
組
み
ま

す
。今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
地
域
に
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
・
取

り
残
さ
れ
な
い
社
会
を
め
ざ

す
」
た
め
に
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

体
温
計

（
応
募
数
55
通
）

（
正
解　

55
通
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー
三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
10
月
30
日
で
、
当
選

者
は
12
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
9
月
号
の
答
え
】

【
8
月
号
当
選
者
】

①
イ　
　

②
ア　
　

③
ア

甲
斐　

香
織
さ
ん（
延
岡
市
）

佐
藤

恵
美
子
さ
ん（
日
向
市
）

黒
木　

英
一
さ
ん（
宮
崎
市
）

温
水　

洋
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

吉
岡　

春
美
さ
ん（
宮
崎
市
）

　

先
月
（
９
月
20
日
）
は
敬
老
の
日
で
し
た
。
お
げ
ん

き
で
す
か
を
読
ん
で
い
る
皆
様
も
、
こ
の
日
は
い
つ
も

以
上
に
年
配
の
方
を
敬
愛
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
せ
っ
か
く
の
日
な
の
に
お
子

様
や
お
孫
さ
ん
達
に
会
え
な
か
っ
た
方
々
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
来
年
の
敬
老
の
日
に
は
何

事
も
な
く
家
族
で
集
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
次
の

問
題
を
作
り
ま
し
た
。

　

「
寿
賀
」
と
い
う
長
寿
を
お
祝
い
す
る
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
ヒ
ン
ト
を
基
に
、
次
の
言
葉
と
年
齢
を
結
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

コロナ陽性患者の外来診療を担当する看護師コロナ陽性患者の外来診療を担当する看護師コロナ陽性患者の外来診療を担当する看護師

宮崎市のコロナ患者の年齢推移宮崎市のコロナ患者の年齢推移宮崎市のコロナ患者の年齢推移

イ
、
６
０
歳
（
こ
れ
で
人
並
、こ
れ
か
ら
が
人
生
の
出
発
）

ロ
、
８
１
歳
（
こ
れ
で
人
生
よ
う
や
く
半
分
）

ハ
、
８
８
歳
（
ま
だ
ま
だ
お
米
が
食
べ
た
り
ぬ
）

ニ
、
９
０
歳
（
人
生
に
卒
業
は
な
い
は
ず
だ
）

ホ
、
９
９
歳
（
せ
め
て
百
歳
に
な
っ
て
か
ら
） 

ヘ
、
１
０
８
歳
（
も
っ
と
も
っ
と
お
茶
を
飲
ん
で
か
ら
）

ト
、
１
８
２
歳
（
こ
れ
で
人
生
全
う
）

１
．
卒
寿　
　

２
．
茶
寿

３
．
還
暦　
　

４
．
天
寿

５
．
半
寿　
　

６
．
米
寿

７
．
白
寿

新型コロナウイルス感染第５波での生協病院は新型コロナウイルス感染第５波での生協病院は新型コロナウイルス感染第５波での生協病院は
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
る
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
相
手
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
か
ら

変
異
を
起
こ
し
、
こ
れ
ま
で
ア
ル
フ
ァ
、
ベ
ー
タ
、

ガ
ン
マ
、
デ
ル
タ
型
と
い
う
重
要
な
変
異
株
が
世

界
的
に
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ュ
ー

型
を
含
む
５
つ
の
注
意
す
べ
き
変
異
株
に
つ
い

て
、
感
染
力
や
ワ
ク
チ
ン
効
果
へ
の
影
響
な
ど
の

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

感
染
し
て
し
ま
う
「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
」
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
感
染
力
の
強
い
デ
ル

タ
株
で
あ
る
こ
と
や
、
時
間
が
経
つ
と
中
和
抗
体

が
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予

防
効
果
の
低
下
に
影
響
す
る
よ
う
で
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
中
和
抗
体
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
免
疫
細
胞
へ
の
効
果
も
あ
る
た
め
、
感

染
予
防
効
果
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
重
症
化
や
死
亡
を
予
防
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
高
い
効
果
を
認
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
初
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
コ
ロ
ナ
を
収
束
さ
せ
る
」
と
い
う
単
純
な
も

の
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ル
タ
株
が
主
流
と
な
っ
た
今
回
の
第
５
波
の

中
で
、
宮
崎
で
は
8
月
11
日
か
ら
県
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
8
月
20
日
に
は
1
日
の

新
規
感
染
者
数
が
過
去
最
多
の
1
5
8
人
を
記
録

し
、
8
月
26
日
に
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
院
に
お
け
る
第
５
波
は
、
お
盆
明
け
か
ら
発

熱
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
の
半
数
弱
が
新
型
コ
ロ

ナ
陽
性
と
判
明
す
る
異
常
事
態
で
始
ま
り
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
が
増
え
れ
ば
、
自
宅
や
宿
泊
施
設

で
療
養
す
る
患
者
さ
ん
が
累
積
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
中
で
急
に
体
調
悪
化
す
る
人
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
健
所
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
を
行
い

ま
し
た
。
時
に
は
酸
素
投
与
を
必
要
と
す
る
患
者

さ
ん
が
お
ら
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
専
門
病
院
へ

の
入
院
が
調
整
で
き
な
い
場
合
は
当
院
に
一
泊
入

院
し
療
養
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

保
健
所
の
方
々
も
当
院
職
員
も
、
患
者
さ
ん
に

辛
い
症
状
の
中
で
も
少
し
で
も
安
心
し
て
療
養
し

て
も
ら
い
た
い
、
絶
対
に
自
宅
死
を
出
し
た
く
な

い
と
い
う
一
心
で
し
た
。
通
常
の
診
療
は
何
一
つ

制
限
せ
ず
、
並
行
し
て
上
記
の
対
応
を
行
な
っ
た

た
め
、
職
員
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
当
院
を
利
用

さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
も
待
ち
時
間

な
ど
で
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
頂
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

希
望
も
あ
り
ま
す
。
効
果
が
落

ち
る
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
世
代
で
は

感
染
が
明
ら
か
に
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
若
い
方
々
の
接
種

が
進
め
ば
さ
ら
に
波
は
小
さ
く
で

き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
基
礎
疾

患
を
複
数
持
つ
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
、
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
の
抗
体
カ
ク
テ

ル
療
法
（
発
症
し
て
１
週
間
以
内
の
投
与
）
が
始

ま
り
ま
し
た
。
重
症
化
や
亡
く
な
る
方
を
減
ら
す

た
め
の
治
療
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
ま
だ
ま
だ
制
限
の
多
い
も
の

で
す
が
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
装
着
を
行
い
、
換
気

の
悪
い
場
所
を
避
け
る
こ
と
な
ど
が
感
染
対
策
に

有
効
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

対
策
の
上
で
、
流
行
の
落
ち
着
い
た
時
期
に
は
組

合
員
さ
ん
た
ち
の
活
動
再
開
や
交
流
な
ど
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
生
活
の
中
で
、
社
会
的
弱

者
と
言
わ
れ
る
人
々
が
さ
ら
に
苦
境
に
立
た
さ

れ
、
基
礎
疾
患
で
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
々
が

周
囲
の
目
を
気
に
し
て
生
活
し
づ
ら
く
な
る
な

ど
、
身
近
で
苦
労
し
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
地
域
で
支
え
あ
い
、
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
る
医
療
生
協
活
動
が
力
を
発
揮
す
る
場

面
で
す
。
み
ん
な
で
こ
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

宮
崎
生
協
病
院

病
院
感
染
対
策
委
員
会

委
員
長

医
師　

三
宅  

知
里

宮
崎
生
協
病
院

病
院
感
染
対
策
委
員
会

委
員
長

医
師　

三
宅  

知
里

宮
崎
生
協
病
院

病
院
感
染
対
策
委
員
会

委
員
長

医
師　

三
宅  

知
里 みみみみみみみみみ

取
り
組
りりりりりり

の
取
のののののの
下
ののの
下下下
のの
下下下下
言
宣宣

事
態態
事事事
急急
緊
急
緊
急急急急
緊緊
急
事
態
宣
言
下
の
取
り
組
み

緊
急
事

みみみみみみみみみみみみみみ
組組組
み
組
み
組組組組組組組組組組組組組組
りりりりりりりりりりり
取取取
りり
取取取取取取取取取取取取取取
ののののののののののののの
下下下
のの
下下下下下下下下下下下下下下
言言言言言言言言言言言言言
宣宣
言言
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
態態態態態態態態態態態態
事事
態態態態
事事事事
態
事事事事事事事事事事事事
急
事
急急急急
事
急
事
急急急急急急
緊
急
緊
急急急急
緊緊緊
急
緊
急
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急
事
態
宣
言
下
の
取
り
組
み

緊
急
事
態
宣
言
下
の
取
り
組
み

緊
急
事
態
宣
言
下
の
取
り
組
み

にに
めめめめ
たた
い
た
いいいい

ささ

を
死
を
死
宅

ににににに
めめめめめめ
たたたたた
いいいい
ななななな
ささささささ
出出出出出出
ををををを
死死死死死死
宅宅宅宅宅宅
自自自自自自
宅
死
を
出
さ
な
い
た
め
に

自
宅
死
を
出
さ
な
い
た
め
に

自
宅
死
を
出
さ
な
い
た
め
に

をををを
りりりり
が
りり
が

つつつ
そそそそそ
こここ
今今今今今

をををををを
りりりりりり
ががががが
なななななな
つつつつつ
そそそそそそ
こここここ
今今今今今今今
こ
そ
つ
な
が
り
を

今
こ
そ
つ
な
が
り
を

今
こ
そ
つ
な
が
り
を

循環器内科（遠藤･中島・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、内科･
リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、小児科（山元･上野･
愛甲･久保・松尾）、初期研修医（井上・山下・佐藤・下西・立山・野中・八瀨尾）※研修医は院外研修中の場合もあります。

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：30～
　  18：30
診療
18：00～
　  19：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制
第1･3･5週
交替制
第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

遠　藤

遠　藤

1週：－
2週：中島
3週：－
4週：永友

1診:久保
2診:愛甲

1診:久保
2診:愛甲

1診:交替制
2診:交替制

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲

予約のみ17:00～18:00

遠　藤

交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

休　診

松　田

久　保

上　野

久　保

久　保

交替制

交替制 山元

愛甲

愛甲

交替制

愛　甲

交替制交替制

交替制 交替制 交替制

久　保

上　野

愛　甲休　診

交替制

山　元

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。
●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：30
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
（第3土曜休診）

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

（第2土曜休診）

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545　  訪問看護ステーション ☎0985（24）6531

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538
・居宅介護支援事業所

☎0985（23）7728
・訪問看護ステーション

中　島
（第1・3・4週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

高　田
第3土曜 生協
病院からの支援（　　　　）

交替制

休　診

※10/18より診療体制に変更があります。詳細につきましてはお問い合わせください。

高橋聡

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
み
ん
な
の
家
」
で
今

年
２
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
状
況
の
報
告
で
す
。

　

ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
態

勢
の
中
、
感
染
リ
ス
ク

の
不
安
と
戦
い
な
が
ら

必
死
に
働
い
て
い
た
現

場
。
感
染
対
策
に
つ
い
て

の
学
び
や
経
験
が
職
員

に
良
い
変
化
を
も
た
ら

し
、
結
果
と
し
て
結
束

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
法
人
内
の
仲

間
意
識
が
芽
生
え
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
が
、
同
時
に
他
所
と
の
連
携
の
重
要

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
誰
が
ど
う
し

出資金とは、組合員さん達が自分たちのために出し合い、自分た
ちの事業を進めるために元手とするお金です。病院やクリニッ

ク、訪問介護ステーションなどの施設を新たに建てたり、医療機器の充
実、地域での健康づくりやまちづくりの運動など様々な用途に使われて
います。最近では2年前に、皆様の出資金を元手に宮崎生協病院の附属棟
が建てられました。

出資の金額ですが、宮崎医療生協の組合員に新規で加入される時
に1口2,000円からお願いをしています。生協病院をはじめとした

各事業所での対応や、各エリアで行われている組合員活動等に参加され
るなどで、宮崎医療生協の良さを実感していただけたら出資金の増資を
お願いしています。増資に関しては1口から受け付けています。また、無
理なく毎月積み立てる制度もありますので、増資の検討をしてくださっ
ている方はご自身にあった方法でお願いいたします。詳しくは、お近く
の事業所スタッフにお尋ねください。

出資金は組合員さんの夢や希望を叶える「元手」です。医療生協の健全な運営のた
めには、銀行借り入れに頼るのではなく、「自己資金」を増やすことが必要です。

多くの組合員の皆さまによるご協力をお願いいたします。

出資金は減額したり、脱退による全額返金をすることが出来ま
す。お近くの医療生協の事業所までお越しいただくか、お電話で

ご連絡を頂ければ減資、脱退の手続きを進めさせていただきます。詳しく
はお近くの事業所でお尋ねください。
※なお年度末での返済となっておりますのでご了承ください。

〈
俳
句
〉
（
こ
の
は
な
支
部
・
渡
辺
千
鶴
さ
ん
）

法
師
蝉　

街
の
日
暮
を　

鳴
き
つ
く
す

つ
ぶ
や
き
は　

い
つ
も
本
音
や　

月
見
酒

（
国
富
綾
支
部
・
小
林
は
た
し
）

秋
深
し　

渓
流
鎮
も
る　

山
の
橋

晩
稲
刈
る　

峠
の
深
山　

日
和
か
な

〈
短
歌
〉
（
東
大
宮
支
部
・
吉
元
ミ
チ
子
さ
ん
）

カ
ナ
カ
ナ
と
日
ぐ
ら
し
悲
し
胸
し
み
る

ひ
と
り
で
暮
ら
す
里
の
夕
ぐ
れ

戦
争
の
怖
さ
を
話
す
我
の
顔
を

真
剣
に
み
つ
む
今
を
生
き
る
孫

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
今
年

か
ら
宮
崎
生
協
病
院
で
働
か
せ

て
頂
い
て
い
る
下
西
広
大
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
門
川
町
で
高

校
は
延
岡
高
校
、
大
学
は
大
分

大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
今
ま
で
た
く
さ

ん
し
て
き
て
、
2
年
前
に
は
青
島
太
平
洋
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

春
か
ら
よ
う
や
く
医
師
と
し
て
働
き
始
め
た
訳
で
す

が
、
ま
だ
新
米
も
新
米
で
日
々
覚
え
て
は
忘
れ
て
ま
た

学
び
直
す
の
繰
り
返
し
で
す
。
そ
れ
で
も
患
者
さ
ん
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
や
、
地
域
の
人
々
の
声
援
を
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
、
日
々
の
業
務
や
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。自
分
が
医
師
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

患
者
さ
ん
の
心
の
声
、
気
づ
い
て
ほ
し
い
想
い
に
寄
り
添

う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
も
治
療
に
あ
た
る
前
提
と
し
て

の
問
題
点
が
定
ま
ら
な
け
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
に
す
ら
立

て
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
も
関
わ

る
機
会
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
の
助
言
や
後

押
し
で
も
自
分
の
成
長
の
糧
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

下
西
広
大
医
師

下
西
広
大
医
師

下
西
広
大
医
師

２０２１年９月度　理事会の報告

・法人の２０２１年度７月の経常利益は1,806万円（予
算差＋853万円）で達成。
・秋の医療生協強化月間（シトラスリボン活動、エリア活
動、広報活動の充実、尿塩分コンテスト）など報告
・平和と社会保障を守る取り組み（防衛費過去最大の
5.4兆円、沖縄南方で他国との共同訓練など）、県内
の情勢（介護職不足、新田原基地へのF35配備に伴う
騒音対策）、今後の課題（75歳以上医療窓口負担2割
化反対請願署名、日本政府に核兵器禁止条約の署
名・批准を求める署名など）についての報告

・新型コロナウイルス感染への宮崎生協病院の対応（５
～8月までのワクチン接種状況、PCR検査実施数およ
び陽性率、陽性者外来対応など）についての報告
・宮崎生協病院の患者専用駐車場確保についての提案
・最低賃金改定に伴うパート時給の改定についての提案

　等々、以上可決承認いたしました

＜審議事項＞

　

今
回
は
大
淀
支
部
か
ら
吉
田
シ

ヲ
リ
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
大
淀
支
部
主
催

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
ほ
と
ん

ど
毎
回
欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
い
へ
ん
研
究
熱
心
で
、

自
分
で
作
っ
た
的
を
持
っ
て
大
淀
川
河
川
敷
で
練
習
し

て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

彼
女
は
、
工
業
高
校
の
建
築
科
を
卒
業
し
て
あ
る
建

築
事
務
所
に
勤
務
す
る
中
で
、
一
級
建
築
士
の
資
格
を

取
っ
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま
す
。

物
作
り
が
得
意
な
は
ず
で
す
。

　

当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
の
真
っ
只
中
で
、
収
入
も
か
な

り
高
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
お
陰
で
三
人
の
子
ど
も
を

育
て
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
旅
行
に

も
二
回
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

今
回
取
材
す
る
中
で
「
お
げ
ん
き
で
す
か
」
の
配
布
を

自
ら
申
し
出
ら
れ
て
、
支
部
活
動
の
担
い
手
と
し
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
期
待
の
存
在
で
す
。

（
大
淀
支
部
）

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

宮崎医療生協「秋の強化月間」企画① 9月21日より「秋の医療生協強化月間」が始まりました。おげんきですかでは、今月号から3ヶ
月に渡り、医療生協とはどのような組織で、どのような活動をしているのかを改めて皆様に紹
介します。第1回目のテーマは意外に知られていない出資金の仕組みについての特集です。

9月度宮崎生協病院利用委員会9月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声虹の声
テレビカードが高いのではないで
すか。

当院のテレビカードについては、宮崎
市内の他の医療機関と比較しても金額

に大差はありません。
　テレビをご覧にならない状態でも、カードを
差したままですと度数減少となりますので、ご
覧にならない場合はカードをお抜きいただくよ
う注意喚起させて頂いている状況です。また、
各病棟にございますデイルームでは、共用のテ
レビを設置しており、無料にて鑑賞いただける
ようになっております。
当院では室料差額を頂かないという方針のも

と、特定療養費等は頂いておらず、診療報酬で認
められる収入の範囲で運営を続けております。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

声

答

いらだつこともなく、安心して
入院生活を送ることができまし

た。医療スタッフの皆様方の優し
いお心配りに感謝しております。
ありがとうございました。コロナ
禍の大変なこの時、まずお身体お
大事に尊いお仕事に励んで下さい。

安心しての入院治療をお送りいただ
けたとの事で安心しております。ま

た、コロナ対応含めての職員へのお心遣
い心より感謝申し上げます。中々先が見
えない状況ですが、私ども職員にとって
は、このようなお声がけが一番の力とな
り大変励みとなります。

声

答

宮崎生協病院虹の意見箱宮崎生協病院虹の意見箱宮崎生協病院虹の意見箱

　

9
月
7
日
に
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
組
合
員
の
つ
ど
い
」
は
、
8
月

18
日
か
ら
適
用
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
ま

ん
延
防
止
重
点
措
置
」
の
影
響
に
よ
り
今
年
の

開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
の
方
針
理
解
と
意

思
統
一
を
図
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
考
え
る
場
で

も
あ
る
組
合
員
の
つ
ど
い
。
今
回
、
中
止
に
な

ら
な
け
れ
ば
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
い
た

だ
く
予
定
だ
っ
た
、
各
事
業
所
の
報
告
が
３
つ

あ
り
ま
す
。
今
月
号
で
２
つ
、
次
号
で
残
り
の

紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
事
業
所
の
報
告
内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
医
療
生
協
本
部
・
健
康
ま

ち
づ
く
り
部
で
視
聴
が
出
来
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご寄付いただきたい食品 以下の食品は受け付けできません。

・パスタ、素麺などの乾麺
・缶詰・レトルト食品
・インスタント食品
・のり・お茶漬け・ふりかけ
・お菓子・飲料（コーヒーなど）
・調味料（醤油、食用油、味噌など）　

●実施日時：毎月第１・４金曜日
　　　　　　15時～18時
●回収場所：宮崎医療生協本部
　　　　　 宮崎市大島町天神前1175-3
　　　　　　医系学生サポートセンター
　　　　　　宮崎市清武町木原5536番地1階
●お問い合わせ：学生担当・松本朋美
　　　　　　TEL:090-5937-6403

▶賞味期限が明記されていない食品
▶賞味期限が切れている食品
▶賞味期限が２ヶ月を切っている食品
▶開封されているもの
▶生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）
▶アルコール（みりん、料理酒は除く）

医系学生のための食材支生のための食材支医系学生のための食材支援医系学生のための食材支援
さい！いいいい！いフードドライブ）にご協力くださいにご協（フ（（（（フードドライブ）にご協力ください！くドライブ）にご協力くださドライブ）にご協力くださ（（（（ ドドライブ） ご協力くだ ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！（フードドライブ）にご協力ください（フードドライブ）にご協力くださいフフ（フ（フ（フ（フ（（（フフフフ（（（（（（（フ（フ 力ください協力くださいいいいいいいいいいいい

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

医系学生のための食材支援
（フードドライブ）にご協力ください！

活
動
紹
介
①

み
ん
な
の
家

　
　

（
報
告　

み
ん
な
の
家
看
護
師
村
上
真
由
美
）

◎
次
号
で
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
次
号
で
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
次
号
で
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

「出資金」について「出資金」について「出資金」について「出資金」について「出資金」について

「出資金とは何か？」を説明するためには、「医療生協の成り立
ち」というところから説明しなければなりません。簡単に言うと

「元気で長生きをするための健康づくりを進めたい。
いざという時に安心してかかれる病院がほしい」こん
な思いを持った人たちがお金を持ち寄り作った組織が
医療生協です。その持ち寄ったお金のことを「出資
金」といいます。

そもそも、出資金は寄付や会費といったものとは違います。出資金とは医療生協に
加入をしている間、医療生協の事業のために預けているお金です。医療生協の活動

に共感ができなくなったり、県外への転居などで残念ながら宮崎医療生協を脱退される場
合、出資金は全額返金されます。ご家庭の都合により出資金を減額したいという要望にも
お応えすることができます。次の項で詳しく説明いたします。

　以上で、今回の出資金についての説明を終わります。今回の特集で出資金について少
しでも理解していただければ幸いです。もっと詳しく知りたいという方は遠慮なくお近
くの医療生協事業所のスタッフまでお尋ねください。
　次回は皆様のお住いの地域（エリア）がどこの支部に属しているのか、具体的にどの
ような活動をしているのかを特集いたします。他にも、医療生協の組織についてや、組
合員活動でご不明な点などがあれば、今後紙面でお伝えさせていただきますので、遠慮
なくご意見ご感想を送ってください。（宮崎医療生協　健康まちづくり部）

そもそも出資金てなぁに？Q

出資金はいくらから？ Q

集めた出資金って具体的には何に使っているの？Q

なんで寄付って言い方をしないの？Q

出資金の減額や脱退について教えてください。Q

なぜ今増資が必要なの？Q

&Q A

A A

A

A

A

A

食品を受け取った学生からの感謝の声食品を受け取った学生からの感謝の声食品を受け取った学生からの感謝の声

た
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
て
は
乗
り
越
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
ま
ず
は
予
防
の
徹
底
、
起
き
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
法
人
内
の
仲
間
と
協

力
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
事

業
所
は
孤
独
・
孤
立
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
宮

崎
医
療
生
協
と
い
う
仲
間
が
い
ま
す
。
そ
れ
を
信

じ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、
こ
の
経
験
か
ら
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
こ
と
で
す
。

　

宮
崎
生
協
病
院
の
透
析
室
は
、
透
析
患
者
様
に

よ
る
医
療
生
協
へ
の
加
入
・
増
資
率
が
高
い
実
績

を
残
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
結
果
を
残
す
こ
と

が
出
来
た
の
か
を
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

透
析
室
は
2
0
1
9
年
12
月
に
10
台
の
機
器
と

ベ
ッ
ド
が
配
置
さ
れ
開
設
し
ま
し
た
が
、
今
年
の

5
月
に
は
20
台
の
機
器
ベ
ッ
ド
が
設
置
さ
れ
る
ほ

ど
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
７
月
に
フ
ル
オ

ー
プ
ン
を
し
た
際
に
は
外
来
患
者
さ
ん
の
数
が
大

幅
に
増
え
て
お
り
ま
す
。「
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
も

ず
っ
と
か
か
れ
る
」「
地
域
で
行
き
場
の
な
い
透
析

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
２
つ
を
開
設

時
か
ら
現
在
ま
で
変
わ
ら
ぬ
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

生
協
病
院
の
透
析
室
は
「
通
院
透
析
が
困
難
な

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
病
院
」
と
い
う
役
割
を

担
う
た
め
に
、
更
生
医
療
登
録
病
院
と
し
て
申
請

し
認
可
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活
保
護

の
透
析
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
院
困
難
な
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
家
へ
入

所
・
連
泊
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
利
用
が
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
院
が
困
難
な
患

者
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
、
車
椅
子
の
ま
ま
乗

車
で
き
る
送
迎
用
の
車
両
を
２
台
に
増
や
し
ま
し

た
。
現
在
、
送
迎
を
利
用
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は

全
体
の
75
％
に
な
り
ま
す
。

　

外
来
通
院
を
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
全
員
組
合

員
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
を
利
用
し
て

い
る
患
者
さ
ん
全
員
に
積
み
立
て
増
資
を
進
め
て

い
ま
す
。
送
迎
開
始
の
説
明
の
際
に
積
み
立
て
増

資
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
自
身
が
、

一
組
合
員
と
し
て
生
協
の
事
業
を
支
え
て
い
る
と

意
識
づ
け
る
よ
う
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
透
析
施
設
や
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
連
携
し
て
当
院
で
の
透
析
を
希
望
す
る
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、今
後
透

析
が
必
要

に
な
る
患

者
さ
ん
に

腎
外
来
受

診
か
ら
透

析
継
続
ま

で
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま

す
。腎
臓
病

を
予
防
す

る
た
め
に

班
会
や
学

習
会
な
ど

で
私
た
ち

を
活
用
し

て
く
だ
さ

い
。医師・看護師・

介護福祉士
患者・利用者に寄り添った医療・介護を
一緒に担う仲間を募集しています

●連絡先：宮崎生協病院  0985-24-6877

○一般内科、透析担当医、内視鏡担当医
麻酔科医（パート・短時間勤務可）
○総合診療専攻医

医　師

○常勤、病棟（夜勤可能な方）透析経験者
○パート 外来患者看護師

○介護福祉士　○ヘルパー
○実務者研修修了者など介護士

募集

活
動
紹
介
②

透
析
室

（
報
告　

宮
崎
生
協
病
院
透
析
室
副
主
任
清
一
美
）

﹇
秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
﹈

組
合
員
の
つ
ど
い

●担当：医局事務　吉田博明

今、宮崎医療生協は
2021年8月末現在

■新規加入者
　４８名（8/1～8/31）

■総組合員数
　４７,３４３名

■出資金
　６億２,３０１万円

■平均出資金
　１３,１６０円

■班数
　２６６班

■おげんきですか
　手配り配布数
　１８,９９５部

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる
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